
 
 

A. 研究目的 

 近年、石鹸中の加水分解コムギで経皮感作さ

れて小麦アレルギーを発症したと思われる患者

が多発した。2011年 5月以降販売メーカーが製

品の自主回収を開始してから、2 年以上が経過

している。自主回収以後、新規の患者の発生は

激減したが、日本アレルギー学会の特別委員会

の調査では 2014年 2月時点で 2000名を超える

患者が確認されている。本研究では、加水分解

コムギアレルギー患者の予後を調査する目的で、

分担研究者の所属する 5施設を受診した患者の

うち経過を観察できた 260例の小麦製品摂取状

況と症状の有無を調査した。 

 また、これらの患者の多くが成人小麦アレル

ギーの主要アレルゲンである ω-5グリアジンに

対する特異的 IgEを有しておらず、従来の小麦

依存性運動誘発アナフィラキシーとは異なるア

レルゲンにて発症している可能性がある。本研

究では併せて、国内で販売されている 6種の加

水分解コムギのアレルゲン性をゲル濾過クロマ

トグラフィーおよび患者血清を用いた免疫ブロ

ット法にて解析した。 

 

B. 研究方法 

【対象】分担研究者の所属する 5施設（国立病

院機構相模原病院、国立病院機構福岡病院、藤

田保健衛生大学病院、広島大学病院、島根大学 

病院）を受診した患者のうち経過を観察できた

260 例を対象とした。加水分解コムギアレルギ

ーは日本アレルギー学会の特別委員会の診断基

準により診断した。 

【方法】加水分解コムギアレルギー患者の小麦

製品摂取状況およびアレルギー症状の有無、程

度を問診にて調査し、小麦製品摂取制限なしで

3 ヶ月以上アレルギー症状のない場合を略治、
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研究要旨 

近年、国内で多発した加水分解コムギ含有石鹸による小麦アレルギーの予後を検討する目的

で、分担研究者の所属する 5施設で経過観察をした患者 260例の予後調査を行った。小麦製品摂

取制限解除をして 3 ヶ月以上アレルギー症状のない場合を略治とすると 69 例（26.5％）が略治

と判定された。また、加水分解コムギの抗原性を検討する目的で、国内で販売されている 6種の

加水分解コムギのアレルゲン性をゲル濾過クロマトグラフィーおよび患者血清を用いた免疫ブ

ロット法にて解析した。その結果、当該石鹸に含有されていたグルパール 19Sは分子量 1万以上

の高分子蛋白質を多く含むことが特性で、患者血清中の IgEは 50kDa付近の加水分解コムギ蛋

白質に強く結合することから、グルパール 19Sのアレルゲン性には分子量の大きさが関与してい

る可能性が考えられた。 
 



 
 

アレルギー症状がある場合、条件付き小麦製品

摂取の場合を未治癒、小麦製品未摂取の場合を

未摂取と区分した。また、国内で販売されてい

る 6種の加水分解コムギのアレルゲン性をゲル

濾過クロマトグラフィーおよび患者血清を用い

た免疫ブロット法にて解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は島根大学医学部医の倫理委員会の承

認を得て行った（承認番号：469, 703）。 

 

C. 結果 

1．加水分解コムギアレルギー患者の予後調査

結果 

 260例中、略治例 69例（26.5％）、未治癒例

122例（47％）、未摂取例 69例（26.5%）であ

った。 

2．グルパール 19Sのアレルゲン性の検討 

 ゲル濾過クロマトグラフィーによる分析では、

当該石鹸に含有されていたグルパール19Sおよ

びもう 1つのグルパールは分子量 1万以上の高

分子蛋白質を多く含んでいたが、他の 4製品は

分子量 1万以下の蛋白質を多く含んでいた。ま

た、患者血清中の IgE はグルパール 19S の

50kDa 付近の加水分解コムギ蛋白質に強く結

合した。 

 

D. 考察 

 今回の予後調査により、加水分解コムギ含有

石鹸の自己回収後 2 年以上経過した時点では、

患者の約 4分の 1が略治の状態であることが明

らかになった。これは、患者血清中の小麦抗原

特異的 IgEがほとんどの症例で低下しているこ

と、患者の末梢血好塩基球の小麦抗原に対する

反応性が著しく低下していることと考え併せて、

経皮感作による加水分解コムギアレルギーの場

合、抗原を完全に排除すると比較的短期間で感

作が低下することを示唆している。これは通常

型の成人小麦アレルギーが難治性であることと

対照的である。これらの治癒遷延例に対しては、

抗 IgE 抗体療法の有用性を調査する医師主導臨

床研究が行われる予定である。 

 加水分解コムギの感作能に関しては、当該石

鹸に含有されたグルパール 19S は比較的大きな

分子量の成分を含有しており、このことが感作

をおこす大きな要因となったことが考えられた。

また、患者血清を用いたエピトープ解析結果か

ら酸による加水分解中に生じた脱アミノ化も感

作能に関与していると思われた。 

  

E. 結論 

 近年、国内で多発した加水分解コムギアレル

ギー患者の約 4分の 1は略治の状態である。加

水分解コムギグルパール 19S は分子量 1万以上

の蛋白質を多く含んでおり、分子量の大きさが

アレルゲン性に影響している可能性がある。 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 

H. 健康危険情報 

 高分子量の加水分解コムギ含有石鹸の継続

的な使用により、経皮的に加水分解コムギに感

作され、小麦製品の摂取による即時型アレルギ

ー症状をきたすことがある。 
 


